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１．はじめに

メディアの役割に「事実の伝達と権力の監視」がある。為政者が権力を振りかざして暴走しないために、
チェック機能を働かせて牽制し、市民に考える材料を提供する。メディアの中でもその中心的な役割は、新
聞などの「活字メディア」が担ってきたのだが、いつの間にか市民の側から活字に背を向けるようになり、
最近では「活字離れ」はますます顕著になって定着し始めている感さえある。「活字メディア」に背を向ける
行動は為政者に物申さない風潮を醸し出す恐れがあり、すでに選挙における投票率の低迷などにその一端を
見せている。この風潮が将来において危険な兆候をはらんでいることは、これまでの歴史が示してきている

とおりである。マスメディアを研究している私たちにいま必要なのは、この危険な兆候を若い人たちに知っ

てもらうことであり、それとともに、「活字メディアの大切さと役割」を若い人たちに認識してもらうことで
あろう。

実態を把握するために２００１年度から２年間、講師をしていた京都市内の私立大で調査、昨年度は岡山理
科大の教壇に立つことになったのを好機として同学生にアンケートを実施した。３年間のまとめは昨年度の
岡山理科大紀要で発表したが、調査は続行しており、今年度の続報をまとめた。今年度は同時に、書籍への
接触・読書状況をも調査、「活字離れ」の状況を幅広く捉えてみた。

昨年度の岡山理科大生の新聞閲読調査においては、日本新聞協会が行っている閲読調査や京都の私立大生

に比べて大幅な落ち込みが見られたが、今年度の調査では、それをさらに下回る結果が出ている。読書に関
しても１年間に１冊も読まない学生がかなり見られ、「活字離れ」の深刻さを垣間見せている。今年度の調

査対象となった学生には新入生が大半を占めていたために「受験で書籍も新聞も読む時間がなかった」とい
ういい訳もありそうだが、読書時間を前年度と比較した設問では過半数の学生が「変わらない」としている

ことなどを考慮してみると、「活字離れ｣がさらに進んでいることを示したものといっても過言ではなさそう
だ。

ところで、この「活字メディア離れ」という現象は、学生たちには、日常での出来事に関して深く考えず、
また現状を安易に追認する姿勢として表れている。「活字離れ」の結果は、レポートにおける誤字・脱字に表
れてきている。また、誤字・脱字を避けるために漢字の代わりにこれまた安易に平仮名を多用する傾向が見
られるようにもなっている。

２．調査対象

調査は新聞閲読調査、読書調査ともに、私の「情報社会論」と「マスメディア論」を受講していた学生を
対象にした。新聞閲読調査の回答は２４４人、内訳は総合情報学部１０６人、理学部１０２人、工学部３６人とな
っている。うち今年度の入学生は７９１％にあたる１９３人で、あとは２００３年度入学２１人、０２年度２５人、
０１年度４人、９９年度１人となっている。調査は昨年度と同様、５月の連休明けに行い、同時にテレビ、ラ
ジオの視聴状況についても探った。

昨年度も「‘情報社会論」と「マスメディア論」の受講学生を対象にしていたが、「マスメディア論」は同僚
教官の協力を得て調査を行ったために対象学生は、やや新入生が多かったもののさほど偏ったものとはいえ
ず上級学年も適宜にばらつきがあるものだった。
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新聞は昨年度と同様、一般紙を対象として扱い、スポーツ紙や業界紙は除外した。

読書調査の回答は２２９人、内訳は総合情報学部９９人、理学部９５人、工学部３５人で、うち今年度の入学

生は７８２％の１７９人、０３年度１７人、０２年度２３人、０１年度８人、００年度１人、９９年度１人となってい

る。調査は６月下旬に行った。

３．新聞閲読調査

日本でテレビ放送が始まったのは１９５３年である。この年ＮＨＫに続いて民間放送も始まった。ラジオ放

送は２５年に始まったが５１年に民間放送が流されるまでは今のＮＨＫ（５０年まで社団法人日本放送協会）

の公共放送局１局だった。テレビの登場でメディアの役割に徐々に変化が生まれてきたが、それまではメデ

ィアの中核を担ってきたのは新聞と書籍である。なかでも１８７０年に初めて日刊紙が登場した新聞は、政府

の言論統制、弾圧と戦いながらも世論形成に推進役を果たしてきており、市民もその役割を認めてきたよう

に思われる。

テレビは当初、娯楽性に軸足を置いてのスタートだったが、普及化が進んだ６０年代末ごろから報道番組

の強化策がとられるようになる。それでも７０年代にはまだ市民は新聞に「事実の伝達と権力の監視」とい

う役割を託していた。状況が変化してくるのは、９０年代に入りテレビが本格的にニュース・報道部門の強化

策を図る辺りからである。テレビはこの間にカラーの時代に入り、またそれとともに映像が持つ強さを市民

の目に焼付けた。同時にまたテレビは「家族で１台」から「一人で１台」の時代に入る。「新聞や書籍を読

まなくても時代に乗り遅れない｣、「娯楽とともにニュースもテレビ」の風潮が広がり、「活字離れ」が進行す

る大きな一因にもなった。テレビは往々にして現象のみを追いかけるのだが、“総中流時代，,となって大きな

変化を望まない市民に、「現状に妥協し、現状を追認する」傾向が受け入れられた。同時に、新聞をはじめと

する「活字メディア」が得意とする出来事の背景説明や解説などは、日常の生活では必ずしも必要なものと

して考えない風潮が醸し出されてきた。

学生たちの意識も同じである。一つのテーマで討論をする時、現在ある事柄は肯定した上で参加する。「な

ぜそうなったのか」などの経過は、論議の中に入ってこない。現象を批判的に見ていくということはしない。

苦手ともいえよう。６０年代から７０年代にかけては特に、若い人たち、なかでも学生層は、自らの将来のた

めに時代を批判的に見る最先端に立った。その後そのエネルギーは次第に希薄となり、いまは批判的な目を

養うべき「活字メディア」に背を向けている．

新聞協会が１９７９年から実施している「全国新聞信頼度調査」などが示すように、新聞閲読時間は８０年代

から９０年代末ごろまでは平均で４０～３０分台を上下していた。調査方法を変えた０１年の「第２回新聞の評

価に関する読者調査」における閲読者ベースでのデータでは平均で２７．７分となっており、０３年の「全国メ

ディア接触・評価調査」でも２６．２分となっている。２０歳台平均では、閲読者ベースで０１年が１７．０分、０３

年は１７．８分､若い人たちの低下が目立つ
表１岡山理科大生の新聞閲読時間

ており、現在の気質を表している。しか 単位分

し岡山理科大生の閲読時間はさらに低い 全学総合情理学部工学部

のである。昨年度の調査でも浮き彫りに 報学部

されたが、今年度はさらに輪をかけてい２００４年５月調査9.0９．６８８７．５
（回答２４４人）

ろ。

｢二蓋鯏'11紺姜二鑿恐’１騨鋼査川Ｍ川畑
た回答者全員を対象にした閲読時間は、全学一------------------------－－－－－－－－－－－－－－－

では9.0分､学部別では総合情報学部９．６分、表２京都の私大生、日本新聞協会調査による新聞閲読時間
理学部８８分、工学部７．５分だった。昨年度 単位分

の調査では全学で１０．２分、総合情報学部９．９京都の私大生日本新聞協会

分、理学部１１７分、工学部７．２分となってお２００２年調査２００１年調査２００３年１０月調査

り、全学で，分余りの低下となり１０分を割（回答３８人）（回答４０人）（回答１５－１９歳２１８人、
２０歳代５２１人）

った（表１)。昨年度の調査で比較した京都の
１５－１９歳２０歳代

私大生は０１年の調査で１６０分､０２年で２０．１２０．１１６．０１２．５１７．８
分と、新聞協会調査の２０歳代とほぼ同じ結
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果を保っていた（表２)。岡山理科大生の閲読時間の少なさがいかに際だっているかが分かる。

今年度の岡山理科大生の調査では、「新聞を全然読まない」学生は全学で４４３％、総合情報学部30.2％、

理学部57.8％、工学部47.2％だった。ほぼ半数が新聞を読んでおらず、昨年度の全学38.9％、総合情報学

部33.9％・理学部50.4％、工学部34.8％と比べると、微減となった総合情報学部を除いて、さらに「新聞
離れ」が進んでいるといえよう。

閲読時間は、この「新聞を読まない学生」を除いた閲読ベースでも、３０分以下が全学で92.6％を占めて

おり、最長でも９０分（下宿者で新聞購読している１人)、続いて６０分が２人、４０分が７人となっており、

平均すると全学で１６．１分、総合,情報学部１３．８分、理学部２０．８分、工学部１４．２分にしかなっていない。

昨年度の調査では、新聞を読まない原因についての調査項目を置かず、一因を「下宿」と推測したが、調
査項目に入れた今年度の調査ではその推測が間違いなかったことが分かった。下宿者は回答者の63.9％だっ

たが、うち新聞を購読していない学生は75.0％にものぼっていた。自宅通学者では、「新聞を購読していな

い」と回答したのは１人で、ほぼ新聞に接しているように見受けられたが、実際の閲読時間は１１．９分と少な
く、12.6％は「閲読時間は０分」だった。

閲読時間で最長９０分を回答したのは下宿学生である。

新聞は下宿で購読しなくても図書館などでの閲読もできる。「活字メディア」を重要と考えるかどうか、の
意識の問題といえるだろう。

平均的な３２ページの新聞を、記事も広告もお知らせもすべて織り交ぜて、単純に新書版の大きさにする

と文字数から岩波新書２５冊分程度の分量になる｡現在は新聞の文字が大きくなったために２冊分余りだが、

過去には５冊分だといわれていた。広告もお知らせもすべて織り込むのは少々乱暴だが、それでも日々優に

新書１冊以上のものが配達されていることになる。毎日、新書１冊分を読むのは至難の業だろうが、１０分を

切る閲読時間はどう考えても少なすぎる。１０分程度では見出しさえも十分に見ることはできない。最低３０
分は閲読して欲しい。

４．新聞・テレビ・ラジオの接触度調査

「新聞を読まないが、ニュースは知っている」というのが、最近の学生の言い分であることは、上記で記

したが昨年度の調査のまとめでも触れた。今年度でも同じような声を聞くが、「それでは」と講義中に最近の

ニュースをいくつかピックアップさせると不確かな回答がいくつも返ってくる。何人かは１件が書けない。

書けたとしても、「最近１週間のニュース」と限定しているのに１ヶ月以上も前のものが数多く混じってく

る。ニュースの意味や位置づけ、影響、背景などについてはまず説明できず言葉に詰まる。事件や事故、話
題があったことをどこかで見たり、耳にした程度なのだ、と推測している。

「新聞に代わるニュース源」としては、最近、急速にインターネットが増えてきている。とはいえ、学生

にとってはやはりテレビだそうだ。昨年度と同じように「新聞｣、「テレビ｣、「ラジオ」を対象にして接触度
を調べた結果が（表３）である。

このデータを見る限り、テレビの視聴時間は長い。今年度の全学の平均視聴時間は155.0分で、昨年度の

151.2分とほぼ同じだった。「視聴時間０分」を除いた視聴者ベースで見ると161.0分になる。２時間半に及

ぶ長時間だが、新聞協会の０３年の調査における２０歳台平均184.8分と比べればさほど驚くことではないの
かもしれない。

学部では、総合情報学部147.4分（昨年度181.8分)、理学部154.2分（同144.3分)、工学部180.0分（同

152.8分）となっている。学部によって昨年度との変化はあるが、全体で見ると大きな変化とはいえない。
「全然見ない」という学生は全体で3.7％と昨年度の2.4％より少し増えたが、逆に３０１分以上も見ると言う
学生も今年度は5.9％と、昨年度の４４％よりも増えた。最高は４２０分(７時間)が３人となっている。３人と

もに下宿者で、いずれも新聞を購読しておらず、１人は「毎日３０分程度は新聞を読む」と答えたものの、他
の２人は「新聞の閲読時間は０分」だった。

ラジオの聴取は昨年度は80.1％が「聴いていない」と回答、接触度は低かったが、今年度も81.6％が「聴

取時間0分」と回答、同じく現在の学生の日常の生活にはさほど持ち込まれていないことが浮き彫りにされ

た。０３年の新聞協会調査では２０歳代の「0分」は44.1％である。テレビが一人１台の時代に入って、ラジ

オはメディアとしての役割は弱くなりつつある。今年度の岡山理科大生の聴取時間は全体平均で１５．２分、昨
年度の１０．８分に比べてわずかながら増えたといえるが、傾向としては大きな変化はない。「聴いていない」
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表３メディア接触度調査
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全学 4４．３５１．６３．７０．４ ９．０

２
０
０
４
年

新

岡
山
理
科
大

総情学部３０．２６７．０２８ 9.6

理学部 5７．８３６．３４．９１．０ ８．８

工学部 4７．２５０．０２．８ 7.5

間 全学 3８．９５７．８3.00.3 1０．２

２
０
０
３
年

総情報部３３．９６２．２３．４０．４ 9.9

理学部 5０．４４７．９１．７ 1１．７

工学部 3４．８６０．９４３ 7.2

京都の私大(2002年）３６．８４４．７１５．８２．６ 2０．１

京都の私大(2001年）３５．６５２．５10.0 2.5 1６．０

全学 3.7５．９１５．２２６．２２５．０ 1０．７ 7.8 5.9

２
０
０
４
年

155.0岡
山
理
科
大

プ
レ

総情学部４．７７．１１５．１２６．４２５．５ 6.6 1１．３ 4.1 1４７．４

理学部 3.9４．９１８．６２４．５２６．５ 1１．８ 2.9 6.9 1５４．２

工学部 5.6５．６３０．６１９．４ 1９．４ 1１．１ ８．３ 1８０．０

全学 2.4９．５１３．４２６．３２５．６

２
０
０
３
年

1１．５ ６．８ ４．４ 1５１．２ピ

総情学部１．６11.0１５．１２７．８２６．１ 9.0 5.3 4.1 1８１．８

理学部 4.3７．８１３．８２５．０２１．６ 1４．７ ８．６ 4.4 1４４．３

工学部 2.0６．１４．１２２．４３２．７ 1６．３ 1０．２ 1５２．８６．１

京都の私大(2002年）５．６ 8.3３８．９３０．６ 8.3 1３９．７

京都の私大(2001年）７．３１２．２１７．１３１．７１４．６ 2.4 1４．６ 117.7

全学 ８１．６７．２４．１４．９２．１

２
０
０
４
年

0.4 1５．２岡
山
理
科
大

フ
ジ
オ

総情学部７７．４１１．２６．６４．７１０ 1３．３

理学部 8４．３４．９２．９３．９２．９ 1.0 17.0

工学部 8.3２．８8６．１２．８ 1５．８

全学 8０．１１１．３４．４３．００．７０．２

２
０
０
３
年

0.2 1０．８

総情学部７６．２１２．３５８４．２０．８０．４ 0.4 6.3

理学部 8９．１６．２２８１．６０．８ 1４．１

工学部 7７．３２０．５２．３ 5.5

京都の私大(2002年）６５．８７．９７．９７．９５．３５．３ 3７．１

京都の私大(2001年）７５６７．３４．９７．３ 2.4２．４１７．９

＊回答は岡山理科大の２００４年新聞・テレビ・ラジオはともに２４４人、２００３年新聞３９８人、テレビ４１０人、

ラジオ４３３人、京都の私大２００２年新聞３８人、テレビ３６人、ラジオ３８人、２００１年新聞４０人、テレビ

３９人、ラジオ４１人。いずれも閲読・視聴0分を含む全回答を対象とした。

との回答を除くと、平均聴取時間は昨年度の５４．３分を上回る８２．４分になったが、４８０分にわたる長時間聴

取者が今年度の数字を引き上げたようだ｡０３年新聞協会調査の聴取ベースでは２０歳代で７０．２分となってい

る。

以下、昨年度と同じように「新聞｣、「テレビ｣、「ラジオ」のジャンルごとに今年度の傾向を見ていきたい。

４－１新聞でよく見る面（ページ）

新聞の閲読時間は短いのだが、それでも閲読する学生はどの面（ページ）を見ているのか？昨年度は「最

初に読む面｣、「読む面の||偵位｣、「毎日読む面」の３項目の質問を立てていわば“新聞の読み方，,を探った結

果、まず「１面」を見て、その後はほぼ「運動面｣、「社会面｣、「国際面｣、「経済面｣、「文化面｣、「家庭面｣、
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「解説面」の順番で閲読している傾向が読みとれた。今年度は質問を「毎日よく読む面」のみに絞り、上位
の３面（ページ）を書いてもらったのだが、結果は、「2,3面を含む１面」がやはり閲読傾向が高く、全体の
回答の中では42.6％を占めた。次いで「運動面｣、「社会面｣、「地域面｣、「国際面｣、「経済面｣、「文化・学芸
面｣、「家庭面｣、「解説・投書面」となった。昨年度にはなかった「地域面」を選択肢に加え上位に入ってい
るが、全体的な傾向は昨年度と変化はなかった（表４)。

表４岡山理科大生が毎日読む紙面

単位％
１面国際経済社

面面面

会 スポーツ家庭

面面

文
学
面

化

芸

解
投
面

説
書 地域

面

2004年

(回答１３６人）
7６．４２７．９１８．４３９．７５８．１１０．３１４．０７．４３６．８

2003年

(回答１８１人）
8５．１３５．９１９．３４３．１５９．７５．５１６．６４．４

＊閲読時間０分を除き、よく読む紙面上位３ページを回答してもらい集計したが、３ページなくても
回答としてカウントした。０４年と０３年では質問方法を少し変えたが、０３年を比較のために掲載

「１面」がトップになるのは、新聞を手にした時にまず目にすることが影響していると思われるものの、
昨年度も触れたように各新聞社が１面を「総合面」として制作していることも大きな－要因として考えられ
る｡新聞を発行するまでに発生した大きなニュースや関心のあるニュース､話題などを重点的に１面に載せ、
さらに中面の掲載ものをインデックスで知らせるという工夫がなされている。読者は１面を見れば、ほぼそ
の日の紙面の大雑把な内容がつかめるだけに１面を見て新聞の内容がある程度分かる。

ところで、今年度の調査では「地域面」を取り上げた。３人に１人余りの割合で興味が持たれている結果
が示されたが、「地域面」はこれからの新聞の果たす役割の大きな柱の一つになる、と言われている。いま情
報源としてはインターネットの割合が増えている。さらにこれから増えていくだろうが、インターネットが
得意とする情報は「全国もの」である。“取り残される地域の情報”を、テレビのように見落とす可能性も強
い一過性の媒体に頼るよりも、見て確認することができる新聞を利用するのだという。新聞協会の０３年調
査（回答３８７３人、複数回答)によれば、「地域や地元のことがよく分かる」は「新聞」が54.3％を占め、「テ
レビ（民放)」２２１％、「テレビ（ＮＨＫ)」18.4％、「ラジオ」12.3％、「インターネット」10.6％を大きく引
き離している。

ところで、今年度も「運動面」は相変わらず上位となっている。新聞の役割には「事実の伝達と権力の監
視」だという硬派的な面に加えて「娯楽性」もある。明治時代には硬派的な「大新聞」と柔らかい記事を扱
う「小新聞」があり、現在の英国や米国にはクオリティー・ペーパーとともにスキャンダルな記事を得意と
するイエロー・ペーパーがある。芸能関係などの記事を掲載する文化面ともども読者のニーズを満たせるも
のとして、スポーツ紙などに限らず一般紙も最近特に力を入れているページでもある。

学部別では、工学部で「国際面」を重視、「経済面」をやや敬遠する傾向が見られたが、昨年度も同じ状況
だった。

新聞協会の０３年調査ではジャンル別になっているが、「テレビ番組表｣、「社会・事件・事故｣、「国内スポ
ーツ｣、「国内政治｣、「天気予報」が上位５位である。このあと「地元・地域の出来事｣、「医療・健康」と続
いている。

４－２テレビでよく見る番組

長時間見られているテレビの調査では「どの番組を見ているのだろうか」と興味をそそられる。この調査
も昨年度は「最初に見る番組｣、「見る番組の順位｣、「毎日見る番組」の３項目を尋ねたが、今年度は「毎日
よく見る番組」１項目に絞り、上位３番組をあげてもらった◎全体で、昨年度は「ニュース」と「バラエテ

ィー」番組が拮抗していたもののやや「バラエティー」が上回り、その後「スポーツ」と「ドラマ」が並び、
「音楽｣、「映画｣、「トーク」、「ワイドショー｣、「ドキュメント」の順となっていたが、今年度は「ニュース」
がわずかながら「バラエティー」を上回り、「スポーツ｣、「音楽｣、「ドラマ」が拮抗し、「映画｣、「トーク」、
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表５岡山理科大生が毎日見るテレビ番組

単位％

ﾆｭｰｽト゛キュメトークスポーツワイト゛シ映画ドラマ音楽

ンﾀﾘｰヨー

ﾊﾞラエテ

ィー

6４．２１１．１２３０４１．３１０２２５．２３５．７３８．７５８６2004年

(回答２３５人）
5０．３８．２２０．０３４．５１２．７２４．８３８．２３５．５５０．６2003年

(回答３３０人）

＊視聴時間0分を除き、よく見る上位３番組を回答してもらい集計したが、３番組なくても回答とし
てカウントした。０４年と０３年では質問方法を少し変えたたが、０３年を比較のために掲載

「ドキュメンタリー｣、「ワイドショー」と続いた（表５)。全体に大きな変化はないのだが、工学部では昨年

度と同じように「バラエティー」が「ニュース」を上回っていた。

昨年度も今年度も「ニュース」が上位に位置したが、この「ニュース」番組は、具体的にどの番組を指す

のだろうか。学生だから、夜の番組が主流になるとすれば、午後６時前後の民放、７時、９時、１０時のＮＨ

Ｋ､11時から0時にかけての民放などが考えられるが、どの番組なのだろうか？いつも同じ番組だろうか？

テレビの前でじっくり見聞きするのだろうか？平均で２時間半をも見るというテレビ視聴の実態を探るた

めに今後の課題としたい。

４－３ラジオでよく聴く番組

ラジオでも、昨年度は「最初に聴く番組｣、「聴く番組の順位｣、「毎日聴く番組」の３項目を質問したが、

今年度は「毎日よく聴く番組」１項目にして、上位３番組を書いてもらった。昨年度は「音楽」が飛び抜け

ていたが、この傾向は今年度も
表６岡山理科大生が毎日聴くラジオ番組変わらなかった。昨年度はこの

単位％
後「トーク」、「バラエティー｣、

ニュースト゛キュメトークスポーツ音楽ハ゛ラエテ
「スポーツ｣、「ニュース」の順 ンﾀﾘｰイー

でほぼ大差なく、少し下がって２００４年40.00.0４８．９２８．９６８．９２８．９
「ドキュメンタリー」となって（回答４５人）

3３．３２．８４８．６３１．９７３．６３４．７いたが、今年度は「トーク」と２００３年

「ニュース」が「音楽」に続い＿(回答７２人）

て多く、少し下がって｢ｽﾎﾟｰ＊聴取噸ｑ分を除芝よく聴｣〈上位ｑ番組を回答｣し〈てと琶亘ﾋﾞ篝誕牢
が、３番組なくても回答としてカウントした。０４年と０３年では質問カ

ツ｣、「バラエティー」となって
法を少し変えたが、０３年を比較のために褐裁

いた。「ドキュメンタリー｣の聴

取者はいなかった（表６)。

学部別では、総合情報学部で「トーク」番組の聴取者が「音楽」をわずかばかり上回った。

５．メディアの信頼度調査

新聞の大きな役割の一つに「事実の伝達」があることはすでに触れている｡Ｊ事実」をそのままに伝えるこ

とで読者の信頼を得てきた。「客観的中立報道」を是とすることで、読者に事実も伝えて判断を読者に任せて

きた－面もある。ここ２０年ほどの間に「主観的報道」を主張する新聞も増えて記事の判断や説明を新聞社

の方針の下に書いて読者をリードする、というケースもあるが、それでも根底にあるのは「事実」である。

半面、テレビには「娯楽」からスタートしたという一面があり、「事実の報道」に対しても視聴者は寛容な
－面をもってき

表７岡山理科大生が最も信頼をよせるメディア たのだが、最近

単位％の傾向としてこ
新聞テレビラジオ本・雑誌その他の考えは揺らぃ

２００４年(回答２５８人）38.0４９．２２７５．８４．３
でいる。

２００３年(回答１８６人）３８２４５．２３．７４．３９．７
０２年に京都

＊その他には、白紙や明確な回答が不明なものなどを含めた
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の私大生４０人を対象にした「新聞の記事、テレビ・ラジオの放送内容」の信頼度調査では新聞79.1％に対

してテレビ・ラジオ67.4％となり新聞の信頼度に軍杯が上がったのだが、昨年度の岡山理科大生の「最も信

頼できるメディア」を尋ねた調査では、新聞38.2％、テレビ45.2％と逆転した。今年度も新聞３８０％に対

して、テレビ４９２％と、むしろその差は開いてきた（表７)。この結果は、岡山理科大生の特別な傾向でな

いことは、新聞協会の０３年調査にも表れており、同調査では新聞40.5％に対してテレビ（ＮＨＫ）50.1％

なのである。ただ、テレビ（民放）は11.3％と低い。

講義における別のレポートでは、新聞の信頼度低下の原因に誤報ややらせ、記事のあいまいさなどを上げ

る傾向が強かったが、テレビにも相変わらずやらせや未確認情報を取り上げるケースも目立っている。テレ

ビの接触時間は長いだけに問題が発生すれば影響も大きいはずだが、岡山理科大生や新聞協会の調査回答者

はそのようには見ていない｡週刊誌などを含めてセンセーショナルに取り上げられるメディア・スクラム（集

団的過熱取材）をはじめとする取材における問題なども強く印象に残り、その上で新聞に対して不信感を持

ってきているようにも思える。

テレビの不祥事は新聞で見るとその内容は分かりやすいが、テレビでの報道では意外と理解しにくいもの

かもしれない。というのはテレビのニュースはその日の大きなニュースや話題を除けば結構細切れとなって

おり、じっくり見ていないと目に入らないものが多い。新聞の特徴の一つで「一覧性」があるが、テレビに

はそれがなく、仮に長時間テレビをつけていても見落とす可能性は高いといえる。

表８新聞の信頼度調査

単位％

そう思う そうは思

わない

どちらとわからな

もいえずい

新聞に書いてあることは正

確だというイメージがある

岡山理大生（2004年）38.0 2４．４ 3６．４ 1.2

同（2003年）１９．４ 3２．３ ４５．７ 2.7

京都の私大生(2002年）64.0 1２．０ 24.0 0.0

新聞協会調査(2001年）５２．９ 2５．１ 1８．３ 3.7

新聞はいろいろな立場の意

見を公平に取り上げている

岡山理大生（2004年）１６．７ 5５．４ ２５．６ 2.3

同（2003年）１０．８ 6３．４ 2２．６ 3.2

京都の私大生(2002年）16.0 32.0 ４８．０ 4.0

新聞協会調査(2001年）４２．１ 2５．７ 2６．４ 5.8

新聞報道は客観性を保って

いる

岡山理大生（2004年）３１．４ 2８．３ 3２．９ 7.4

同（2003年）２５．８ 3４．４ 3１．２ 8.6

京都の私大生(2002年） 8.0 3２．０ ５２．０ 8.0

新聞協会調査(2001年）４４．０ 2１．６ 2５．９ 8.5

新聞は事実を深く掘り下げ

て報道しているところに価

値がある

岡山理大生（2004年）４１．１ 2５．６ 24.0 9.3

同（2003年）４０９ 3０．１ 1７．２ 1１．８

京都の私大生(2002年）68.0 4.0 2０．０ 8.0

新聞協会調査(2001年）５０．７ 2０．３ 2３．４ ５．６

新聞記事は興味本位に流れ

ず品位を保っている

岡山理大生（2004年）３０．２ 3３．３ 2７．１ ９．３

同（2003年）１６．１ 3４．４ 3６．０ 1３．４

京都の私大生(2002年）４８．０ 24.0 1６．０ 12.0

新聞協会調査(2001年）５２．７ 1７．４ 2３．７ 6.2

新聞は報道される人のプラ

イバシーや人権に気を配っ

ている

岡山理大生（2004年）２２９ 45.0 2７．１ 5.0

同（2003年）１９．９ 4０．９ 3２．８ 6.5

京都の私大生(2002年）２８．０ 24.0 2８．０ 2０．０

新聞協会調査(2001年）４８．４ 1８．９ 2５．６ 7.0

新聞は社会の人が知るべき

情報を十分に提供している

岡山理大生（2004年）５０４ 2２．１ 2３．３ ４．３

同（2003年）４８４ 1６．１ ３１．２ 4.3

京都の私大生(2002年）６４．０ 8.0 16.0 1２０

新聞協会調査(2001年）６３０ 1４．４ 1８．６ 4.0

＊回答は、岡山理大生(2004年)２５８人、同(2003年)１８６人、京都の私大生２５人、日本新聞協会調査１４６３
人
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ところで、今年度も昨年度と同じ項目で新聞の信頼度を調査したが、回答を得たのが（表８）である。

昨年度と比べて大きく変ったのが、「正確性」と「品位」である。「正確性」に関しては「そう思う」との回

答が１８．６ホ・ｲﾝﾄも増えた。０２年の京都の私大生や０１年の新聞協会の調査には及ばないが、かなりの改善と

なった。「そうは思わない」を見れば、昨年度の調査では３人に１人にあたる３２３％が「正確性」に疑問符

を投げかけたていたのだが、今年度の調査では４人に１人（24.4％）と減少した。新聞協会調査とほぼ同じ、

いわば、この数字が現在の一般の人たちの考えを示しているのかも知れない。

「品位」も昨年度の16.1％から１４．１ホ・ｲﾝﾄ増えて３０２％となった。京都の私大生の48.0％や新聞協会調

査の52.7％に比べればまだまだ十分とはいえないが、それでも信頼度につながる数字となる。

また「公平性」で「そう思わない」が昨年度の63.4％から55.4％に少しながら減り、「そう思う」も10.8％

から16.7％に増えたが、市民の意見の紙面への取り上げ方に、まだまだ偏りを感じている結果を示していた。

「報道の客観性」については、「そうは思わない」が昨年度の34.4％から２８３％に減り、逆に「そう思う」

が25.8％から31.4％に増加して少しながらもやや好意的な見方に転じていた。

「事実を深く掘り下げての報道」は、多メディアの時代となり速報性でインターネットやテレビなどに遅

れをとっている新聞の最後の“切り札,，とも言うべきものだが、「そう思う」が昨年度の40.9％から41.1％

に増加して面目を保ったようだ。「そうは思わない」も昨年度の30.1％から25.6％に減少してこの傾向を裏

付けた。「社会の人が知るべき情報を十分に提供しているか」も、新聞の重要な役割の一つだが、「そう思う」

との回答は半数の50.4％で、「そうは思わない」の22.1％を大きく上回った。昨年度も「そう思う」４８４％

に対して「そうは思わない」の１６１％を上回ったが、「そう思う」とともに「そうは思わない」も増加して

いるところは気になるところといえようか。

また、最近問題になっている「プライバシーと人権」については、「気を配っている」と答えたのは22.9％、

「気を配っていない」と答えたのが４５．０％である。昨年度は、「気を配っている」が19.9％、「気を配ってい

ない」は40.9％だったから、両者の意見がともに増加した形となった。「気を配っていない」の上昇は、新

聞だけでなくメディア全体が抱えている問題の深刻さを深めているといえようか。

６．読書に関する調査

現在､毎日約２００点の書籍が新しく出版されているもののそのうち４割は返本されているといわれている。

最近では週刊誌よりも月刊誌に人気が高まっているが、雑誌が一般的な書籍の売上げを上回ったのは１９７９

年だった。その後も書籍には「ハリーポッター」ものや「バカの壁」など３００万部を超える超ベストセラー

ものも出てくるが、概して伸び悩み、特に文芸書などの落ち込みは大きい。「活字離れ］が「読書離れ」を推

し進めていることは、「新聞離れ」と相通ずるものがあるといえよう。当然のこととして、学生の「読書離れ」

も大きい。

昨年からの１年間に読んだ本は今年度の岡山理科大生の調査では、全学平均で８．５冊である。１ケ月に１

冊にも満たない。１年間に１冊も読まなかった者は回答者２２９人の7.9％にもなる。「１冊も読まなかった」

者を除くと１年間の平均読書数は９．２冊になる。それでも１ケ月１冊には満たない。毎日新聞が毎年行って

いる「読書世論調査」（回答２８１２人）によると単行本、文庫・新書の「書籍」で全体平均で１ケ月１．５冊、

学生は3.0冊になっている。岡山理科大生の読書離れが顕著である。

最近の読書時間では、「ほとんど読まない」という「１日の読書時間0分」の回答が５人に１人（201％）

もいる。

表９岡山理科大生の読書状況

最近の読書時間は１年前に比べると？

（未回答など除き有効回答２１０人）

この１年

間の平均

読書冊数

最近の読

書時間

増加 減少 変らず

全学 8.5冊 31.9分 １７．１％

(増加時間平均４１．６分）

２０．０％６２．９％

(減少時間平均４２．６分）

33.2分15.1％（同３５．４分） 22.6％(同４２．４分）総合情報学部９．０冊 ６２．４％

33.5分9.1％(同５１．３分） 18.2％(同２７．５分）理学部 8.1冊 ７２．７％

24.0分22.4％（同４４．７分） 188％(同７３．５分）工学部 8.0冊 ５８．８％

＊回答２２９人、「読書時間の１年前比較」回答は２１０人
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この「読書時間0分」をも含めて全体の１
表１０岡山理科大生の過去１年間における読書傾向

単位％日の平均読書時間を見ると３１．９分、「読書時
全学総情学部理学部工学部間0分」を除くと３９．９分という状況だった。

宗教関係書18.0１３．３２４．２１３．３ 学部別では、工学部が２４０分（｢読書時間Ｏ

歴史書１２．３１６．７８．８１０．０分」を除くと３２．３分）と他の総合情報学部、
科学関係書１５６１００１６．５３０．０ 理学部に比べて９分近く低く、やや読書離れ
経済関係書５．７６．７４．４６．７ の傾向となっていた。同じく毎日新聞の調査
社会問題書６．６８．９３．３１００

では書籍の平均読書時間は２４分、「０分」を
政治関係書２．８２．２３Ｂ３.３

除く読書ベースでは５７分だった。
健康関連書６．６８．９５．５３．３

趣味関連書４０８４８９３４．１３６．７ この読書時間は１年前に比べればどうだろ

暮らし関連８．５５．６１２．１６．７ うか。回答がはっきりしない１９人を除いた

日本の小説６４．５５８９７２．５５６．７ ２１０人の回答は「増加した」が17.1％、「減

外国の小説２３．７２６．７１９．８２６．７少した」２００％で、大半の６２９％が「変わら

エッセー１４．７１１．１２０．９６．７ ない」だった。「増加した」と回答した学生は
ﾉﾝﾌｸｼｮﾝ１１．８１１．１１３．２１０．０ １日平均で４１．６分の増加、逆に「減少した」

読書数0冊を除く。回答は全学２１１人、総合情報学部（総と回答した学生は平均で４２．６分の減少とな
情学部で表記）９０人、理学部９１人、工学部３０人

っていた。読書時間はやや少なくなっている

ような傾向を見せている（表９)。

読書をジャンル別に見てみると、やはり「日本の小説」が多く、読書数0冊を除いた学生では64.5％を占

めていた。続いて多いのが「趣味関連書」の40.8％だったが、意外なのが４位となっている「宗教関係書」

（18.0％）だった（表１０)。毎日新聞の調査では、「趣味・スポーツ」がトップで、「健康・医療・福祉｣、「暮

らし・料理・育児｣、「日本の小説」と続いており、一般の人たちにおける「趣味関連書」の根強さが表れて

いた。

７．まとめ

日本新聞協会の「2003年全国メディア接触・評価調査」によれば、「情報源として欠かせない」ものとし

て、「新聞」58.2％、「テレビ（ＮＨＫ)」44.5％、「テレビ（民放)」42.6％に次いで「インターネット」が

25.4％を占めており、同じ調査の「情報量が多い」の項目では、「新聞」42.6％、「テレビ（民放)」32.8％、

「テレビ（ＮＨＫ)」27.7％を押さえて「インターネット」が43.7％でトップに躍り出ていた。

今回の調査では、インターネットは気になった媒体の一つだったものの、昨年度との比較を重視してあえ

て加えなかったのだが､新聞協会のデータを見て､実は後'海をしている。「ニュースへの接点｣から考えれば、

新聞の一覧性までは行かないまでも、テレビやラジオに比べれば情報に接し易いといえよう。インターネッ

トは新しいニュースが入るたびに項目に追加されていくケースが多く、いわば「速報性があり、情報量も多

い」のである。速報性に欠け、紙面というスペースが限られた新聞のマイナス面を十分に埋める。「情報源」

として新聞、テレビの後塵を拝するのは、操作の習熟度、または機能性が絡んでくるものと考えられるとこ

ろから､簡単に操作できる機種が安価に増えつつある現状では､その端緒をつかむことは必要だっただろう。

ところで、昨年度に次いで今年度も目に付いたのが、新聞を読まない学生が残す“課題”だ。「活字離れ」

は着実に誤字､脱字の世界を拡大しているし、社会に背を向けた生活は、将来の社会不安の到来を暗示する。

「かん防長官｣、「管直人｣、「三びし｣、「白装族｣、「親聞」などが何を意味するのかお分かりだろうか。

講義の中でレポートを書いてもらうと、このような表現がいくつも見られる。講義の時間でこのミスを黒

板に羅列して注意を喚起するのだが、その直後に書いてもらったレポートにもまた同じ間違いをする学生が

必ず、それも複数いる。さらにレポートをはじめとして学生が書く文章は徐々にひらがなが主流となってき

ているように思えてならない。「分からない時には､間違った漢字を書くよりはひらがなで書け」とは言うが、

度を超している。またこのひらがな主流の文章でも、漢字を交えると誤字が目立つのである。

学生は文章を読んでいないことは、昨年の岡山理科大、または日本新聞協会や京都の私立大の調査で判明

しており、新聞協会が調査した同年代層や京都の私大生に比べて、岡山理科大生の「活字離れ」が浮き彫り

にされているが、その結果がこの誤字の一因であろう。文章も主語、述語が乱れており、なかには文章の体

をなしていないものさえ見られる。この「活字離れ」は昨年調査よりも、今年度の調査でさらに悪化してい
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るような結果になっている。

「新聞離れ」「活字離れ」はまた、熱しやすく冷めやすい世論、議論をし尽くすことはぜずに「現状に容易

に納得する」日本人を生み出していないだろうか。

今年の６月１６日の毎日新聞（大阪本社発行統合版）の「参院選への視点」で精神科医の香山リカさんは

世論を“国民的視野狭窄状態，，と表現して「１枚の映像によって目に入った情報だけで、善しあしを判断し

ているわけで、危険な兆候だと思います」と言っている。「喉元過ぎれば..」であり「場当たり的」なので

ある。

岡山理科大生も同じような反応をする｡学生たちとイラクへの自衛隊派遣問題を討議をしていると、「なぜ

派遣が問題なのか」は議題の中に入ってこない。派遣が論議されていた折の新聞には日々憲法上の問題など

が取り上げられていたのだが、テレビでタイトルだけ、または「派遣されるかもしれない｣、「派遣された」

という事実だけを目にしてニュースを知っているという学生には、極論すれば討論に参加するだけの材料を

持ち合わせていないのである。

メディア、なかでも新聞には「権力の監視」という大きな役割がある。テレビでも時折「監視役」として

の解説やトーク番組があるが調査からさほど関心が払われているとはいえないし、そのような番組をじっく

り見ることは苦手ともいえよう。政治に敏感であるべき若者たち、なかでも学生が社会の流れに関心を払わ

なければ、将来そのツケは必ず自らに返ってくることを自覚して欲しいと思う。

その意味で、調査は以後も必要だし、学生の「活字回帰」を探ることも必要になる。

今春卒業した学生が「仕事から帰ってテレビで夜１ｏ時か１１時ごろのニュースを見るが、一つのニュース

が長くて全般的な出来事が分からない。新聞だと短時間で全体の流れがつかめるし、時間があれば“なぜ,,、

“どうして,，などと思う記事が読める。新聞がなぜ必要か分かったような気がする」と話していたが、指導

していきたいポイントの一つはこの点である。さらなる注意、喚起が必要な事案だけに調査を続行するとと

もに、他地域の学生をはじめとする若い人たちとの比較をも継続して、警告・提言を繰り返していきたいと

考えている。
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補表１岡山理科大生が毎日読む紙面

単位％〈
雪

家庭

面
解
投
面

地域

面

１面国際経済社

面面面

γ赫
面

説
書

文
学
面

化

芸

全学 7６．４２７．９１８．４３９．７５８．１１０．３１４．０７．４３６．８

２
０
０
４

総合情報学部７７０２３．０１７．６４０．５５４．１９．５１３．５８１３９．２

理学部 7９．１２０．９２３．３３９．５６２．８0.0１８．６９．３３４．９

工学部 6８．４６３．２１０．５３６．８６３．１0.0５．３0.0３１．６

２００３年 8５．１３５．９１９．３４３．１５９．７５．５１６．６４．４

＊閲読時間０分を除き、よく読む紙面上位３ページを回答してもらい集計したが、３ページなくても

回答としてカウントした。０４年と０３年では質問方法を少し変えたが、０３年を比較のために掲載。

回答は２００４年全学１３６人、総合'情報学部７４人、理学部４３人、工学部１９人、２００３年１８１人

補表２岡山理科大生が毎日見るテレビ番組

単位％

ワイト゛シ映画ドラマ音楽

ヨー

●－－

ハフエプ

イー

ﾆｭｰｽドキュメトーク

ンタリー

スポーツ
ｑ

全学 6４．２１１．１２３．０４１．３１０．２２５．２３５．７３８．７５８．６

２
０
０
４

総合情報学部６３．４１３．９２７．７３６．６１０．９３０．７３１．７４２．６５７．４

理学部 7０．４９．２１５．３４６．９１０．２１６．３４５．９３１．６６２．２

工学部 5０．０８．３３０．６３８．９８．３３３．３１９．４４７．２６６．７

２００３年 5０．３８．２２０．０３４．５１２．７２４．８３８．２３５．５５０．６

＊視聴時間0分を除き、よく見る上位３番組を回答してもらい集計したが、３番組なくても回答とし

てカウントした。０４年と０３年では質問方法を少し変えたたが、０３年を比較のために掲載。

回答は２００４年全学２３５人、総合情報学部１０６人、理学部９８人、工学部３６人、２００３年３３０人

補表３岡山理科大生が毎日聴くラジオ番組

単位％

ﾆｭｰｽドキュメトークスポーツ音楽

ンﾀﾘｰ

ﾊﾞラエテ

イー

全学 40.00.0４８．９２８．９６８．９２８．９

２
０
０
４

総合情報学部４１．７０．０６２．５２５．０５８．３３３．３

理学部 ３１．３００３７．５３７．５８１．３２５．０

工学部 60.00.0２０．０２０．０８０．０２０．０

２００３年 3３．３２．８４８．６３１．９７３．６３４．７

＊聴取時間0分を除き、よく聴く上位３番組を回答してもらい集計したが、

３番組なくても回答としてカウントした。０４年と０３年では質問方法を

少し変えたが、０３年を比較のために掲載。

回答は２００４年全学４５人、総合情報学部２４人、理学部１６人、工学部５

人、２００３年７２人



木村邦彦1２

Acceleratingthedeclineo歪newspaperusageand

evaluation

-Fromthefbllow-upsurveyfbrthestudentso缶Okayama

Universityo歪Ｓｃｉｅｎｃｅｉｎ２００４－

ＫｕｎｉｈｉｋｏＫＩＭＵＲＡ

Depar伽enZofSbcmfmbzmatjDn,肋cuJZty'ofZmbmnatjCs

OAaymna肋jvez1sjtyofSbjence

jMaj-ChoＬＬＯＡａｙｍｎａ７〃-0〃ルノ2ｍａｎ

(ReceivedSeptember27,2004;acceptedNovember5,2004）

ReadingnewspapersisimportantfbｒｔｈｅｓｔｕｄｅｎｔｓｔｏｓｅｅｔｈｅｓｏｃｉａｌOrganization・Ｂｕｔ，

recently）thereadershipisfallingdown,especiallyamongtheyouth
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